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阪
神
淡
路
大

震
災
と
の
共
通

項
は
地
震
と
火

災
だ
け
で
、
広

域
で
あ
る
点
と
大
津
波
と
原

発
が
加
わ
っ
て
比
較
に
な
ら

な
い
大
災
害
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
自
分
の
直
接
経

験
か
ら
「
阪
神
淡
路
」
を
思

い
起
こ
し
て
し
ま
う
。

　

近
所
の
親
戚
と
の
電
話
が

不
通
に
な
っ
て
い
た
早
朝
に

協
会
の
Ｇ
氏
が
見
舞
い
の
電

話
を
真
っ
先
に
く
れ
た
。
２

番
目
が
和
歌
山
の
同
期
生
か

ら
で
「
不
自
由
が
あ
れ
ば
何

で
も
言
っ
て
く
れ
」
と
言
う

の
で
「
灘
の
酒
蔵
は
全
滅
で

一
滴
も
無
い
。
地
酒
で
も
送

っ
て
く
れ
」
と
言
う
と
「
元

気
そ
う
で
安
心
し
た
」
と
ミ

カ
ン
を
送
っ
て
く
れ
た
。

　

以
後
16
年
を
経
て
生
活
ス

タ
イ
ル
は
随
分
変
わ
っ
た
。

患
者
さ
ん
も
疲
弊
し
た
か
ら

自
費
診
療
を
薦
め
な
く
な
っ

た
。
月
々
の
返
済
を
優
先

し
、
食
い
物
の
旨
い
不
味
い

が
禁
句
に
な
っ
た
。
呑
み
処

が
ス
ナ
ッ
ク
か
ら
酒
小
売
店

に
な
っ
た
。
仕
事
を
失
わ
な

か
っ
た
幸
運
な
被
災
者
は
一

見
立
ち
直
っ
た
が
、
債
務
者

に
な
り
そ
の
集
合
体
で
あ
る

国
も
巨
大
債
務
国
に
な
っ

た
。
だ
が
債
務
や
貧
を
苦
に

せ
ず
他
へ
の
同
情
心
は
健
在

で
あ
る
。　協会では、被災者支援のための

救援募金を受け付けています。募
金は、被災地の自治体や日本赤十
字社に届けます。お問い合わせ
は、協会事務局まで。

宮城県石巻市・　
名取市の避難所へ

　

訪
問
し
た
避
難
所
は
、
石

巻
市
の
石
巻
中
学
校
（
避
難

人
数
約
６
０
０
人
）
と
石
巻

高
校
（
同
３
０
０
人
）、
名

取
市
の
文
化
会
館
（
同
４
１

４
人
）。
東
日
本
で
は
、
い

ま
な
お
余
震
が
頻
繁
に
続

き
、
被
災
者
は
余
震
の
不
安

や
生
活
の
心
配
な
ど
の
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
も
不
満

を
表
す
こ
と
な
く
、
我
慢
の

生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

山
上
氏
は
「
大
阪
か
ら
来

ま
し
た
。痛
い
と
こ
ろ
、困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
声
を
掛
け
る
。「
歯
が
ぐ
ら

ぐ
ら
で
」
と
話
し
て
く
れ
た

の
は
60
歳
代
の
男
性
。
歯
周

健
康
悪
化
防
ご
う
と
口
腔
ケ
ア

健
康
悪
化
防
ご
う
と
口
腔
ケ
ア

震災救援募金にご協力を

【
お
知
ら
せ
】
本
紙
５
月
５
日
付
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
伴
う
印
刷
・
発
行
体
制
の
都
合
に
よ
り
休
刊
し
ま
す
。

５
〜
14
面
に
第
50
回
定
期
総
会
議
案（
情
勢
・
ま
と
め
・
方
針
）

　

日
頃
よ
り
協
会
の
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
月

29
日
に
第
50
回
定
期
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
多
く
の

方
々
の
命
が
奪
わ
れ
、
ま
た

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共

に
、
１
日
も
早
い
復
興
を
願

っ
て
い
ま
す
。
協
会
が
募
集

し
た
震
災
救
援
募
金
は
、
多

く
の
会
員
の
ご
協
力
に
よ

り
、
た
く
さ
ん
の
募
金
が
集

ま
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

復
興
に
は
大
変
な
日
数
と

努
力
が
必
要
で
す
。
社
会
生

活
も
大
変
苦
し
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
、
生
活
全
般
の
改

革
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
の
世
界
金
融

危
機
以
来
、
日
本
経
済
は
さ

ら
な
る
悪
化
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
大
企
業
は
内
部
留
保

や
役
員
報
酬
を
増
や
す
一

方
、
非
正
規
雇
用
の
激
増
や

勤
労
者
賃
金
の
低
下
な
ど
に

よ
り
所
得
格
差
が
一
層
広
が

り
、
国
内
需
要
の
不
足
に
よ

る
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら

抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。
累
積
さ

れ
た
国
と
地
方
の
長
期
債
務

残
高
が
８
６
９
兆
円
に
な

り
、
多
額
の
借
金
を
将
来
に

残
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
回
の
大
震
災
の

影
響
や
復
活
へ
の
道
筋
が
い

ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
復
興
支

援
や
原
発
事
故
の
放
射
能
の

封
じ
込
め
に
は
、
多
額
の
資

金
と
年
月
を
費
や
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
放
射
能
汚
染
で

地
元
産
業
が
壊
滅
状
態
に
な

り
、
日
本
経
済
の
悪
化
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
を

転
機
と
し
て
日
本
は
変
わ
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
企
業

だ
け
の
躍
進
を
推
進
す
る
方

針
か
ら
変
更
は
あ
る
の
か
、

原
発
推
進
に
よ
る
今
ま
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
針
の

変
更
は
あ
る
の
か
、
大
変
注

視
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

協
会
は
国
内
産
業
・
地
域

経
済
の
活
性
化
で
日
本
経
済

の
復
活
と
社
会
保
障
・
診
療

報
酬
の
充
実
で
医
院
経
営
の

改
善
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

来
期
に
向
け
て
歯
科
医
療
・

医
院
経
営
を
改
善
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
に
活
動
す
る

か
、
活
発
な
討
議
を
願
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
貴

重
な
ご
意
見
を
集
約
す
る
た

め
に
、
皆
さ
ま
の
総
会
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

病
で
抜
歯
を
要
す
る
状
態
だ

っ
た
。ま
た
、50
歳
代
の
男
性

は
、
暫
間
被
覆
冠
が
取
れ
た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
応

急
処
置
を
施
し
、
歯
科
医
院

に
行
く
よ
う
に
う
な
が
し

た
。ま
た
、口
内
炎
に
か
か
っ

て
い
る
被
災
者
に
は
ス
テ
ロ

イ
ド
系
薬
剤
と
含
嗽
剤
を
渡

し
、
喉
の
調
子
が
悪
い
場
合

に
は
う
が
い
薬
を
渡
し
た
。

　

巡
回
は
３
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
取
り
組
ん
だ
。「
入
れ

歯
が
当
た
っ
て
痛
い
と
い
う

人
や
、
ゆ
る
く
て
落
ち
て
く

る
人
に
調
整
す
る
だ
け
で
も

Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
ず
い
ぶ
ん
向
上
す

る
」（
歯
科
医
師
・
加
藤
擁

一
氏
、
兵
庫
）、「
入
れ
歯
を

無
く
し
て
い
る
人
が
多
い
。

近
く
の
医
療
機
関
の
開
設
一

覧
と
送
迎
シ
ス
テ
ム
が
必

要
」（
同
・
大
水
継
圭
氏
、

福
岡
歯
科
）、「
歯
科
技
工
士

や
歯
科
衛
生
士
と
連
携
し
た

支
援
が
必
要
」（
同
・
杉
山

正
隆
氏
、
福
岡
歯
科
）
な

ど
、
感
想
を
述
べ
た
。

　

医
師
の
中
津
正
二
氏
（
兵

庫
）
は
、「
歯
科
ニ
ー
ズ
の

高
さ
を
感
じ
た
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
避
難
所
で
10
人

程
血
圧
測
定
し
、
正
常
値
は

１
人
で
、
３
人
以
上
が
２
０

０
㎜
Hg 

を
超
過
。
１
週
間
前

は
正
常
だ
っ
た
人
も
１
５
０

㎜
Hg 

に
な
っ
て
い
た
。
食
事

は
炭
水
化
物
が
多
く
塩
分
は

つ
き
も
の
。
早
急
な
食
事
の

改
善
が
必
要
と
し
た
。

　

石
巻
市
・
名
取
市
の
避
難

所
を
訪
問
し
、
帰
阪
後
し
ば

ら
く
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
に
陥
る

ほ
ど
現
地
の
惨
状
は
ひ
ど
か

っ
た
。
避
難
所
の
劣
悪
な
環

境
、
毎
日
続
く
余
震
そ
し
て

放
射
能
被
ば
く
の
恐
怖
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
住
民
の
生
活

と
心
の
安
堵
は
、
こ
れ
ら
に

耐
え
る
に
は
も
は
や
限
界
で

あ
る
。
住
民
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の

程
度
は
私
た
ち
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
深
刻
だ
。

　

災
害
発
生
時
に
真
っ
先
に

す
る
こ
と
は
、
負
傷
者
、
基

礎
疾
患
の
あ
る
者
そ
し
て
障

が
い
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
（
治

療
優
先
順
位
の
選
別
）
で
あ

る
。
震
災
か
ら
約
１
カ
月
後

に
訪
問
し
た
３
避
難
所
で

は
、
こ
れ
は
終
わ
っ
て
い
て

重
症
者
や
障
が
い
者
は
い
な

か
っ
た
。
避
難
所
で
の
歯
科

処
置
は
２
次
、
３
次
の
も
の

に
限
定
さ
れ
る
。
具
体
的
に

は
Ｇ
Ａ
、Ａ
Ａ
、口
内
炎
な
ど

の
処
置
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

の
口
腔
ケ
ア
、
義
歯
の
調
整

・
洗
浄
・
安
定
化
な
ど
で
あ

ろ
う
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を

教
訓
と
し
て
、
全
国
か
ら
ハ

ブ
ラ
シ
の
供
給
は
十
分
で
あ

っ
た
。
各
種
サ
イ
ズ
の
歯
間

ブ
ラ
シ
の
住
民
要
求
が
高
か

っ
た
。
口
腔
ケ
ア
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
上
下
水
道
の

確
保
が
大
事
だ
。
し
か
し
、

余
震
の
た
び
に
復
興
作
業
が

中
断
し
て
い
る
現
状
だ
。

　

口
腔
と
直
接
・
間
接
的
に

関
わ
る
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
る
。
全
国
か
ら
の
救
援
物

資
に
豊
富
な
お
菓
子
が
あ

る
。
そ
の
た
め
子
ど
も
た
ち

は
四
六
時
中
お
菓
子
を
食
べ

放
題
で
あ
る
。
ま
た
炭
水
化

物
に
偏
っ
た
食
生
活
も
問
題

で
あ
る
。
糖
尿
病
や
肝
臓
病

の
避
難
住
民
の
食
事
は
い
ま

だ
に
で
き
て
い
な
い
。

　

国
が
緊
急
に
責
任
を
持
っ

て
や
る
べ
き
こ
と
。
仮
設
住

宅
を
大
量
に
建
築
し
、
避
難

所
を
緊
急
に
解
消
す
る
こ

と
。
仮
設
住
宅
に
隣
接
し
た

仮
設
診
療
所
の
設
営
と
診
療

車
の
配
備
だ
。
喪
失
し
た
義

歯
の
再
製
や
口
腔
ケ
ア
の
継

続
の
た
め
に
歯
科
医
療
関
係

者
の
派
遣
は
今
後
も
続
け
る

必
要
が
あ
る
。

　

「
歯
の
調
子
は
い
か
が
で
す
か
。
お
口
の
こ
と
で
お
困

り
な
こ
と
は
な
い
で
す
か
」―

―

。
東
日
本
大
震
災
か
ら

１
カ
月
に
な
ろ
う
と
す
る
４
月
９
・
10
日
、
山
上
紘
志
副

理
事
長
（
保
団
連
副
会
長
）
を
団
長
と
す
る
大
阪
歯
科
・

兵
庫
・
京
都
歯
科
・
和
歌
山
・
福
岡
歯
科
各
協
会
の
歯
科

医
師
５
人
と
医
師
１
人
、
歯
科
衛
生
士
１
人
と
事
務
局
４

人
は
、
い
ま
だ
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被

災
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
の
健
康
悪
化
を
口
腔
ケ
ア
に
よ

り
防
ご
う
と
宮
城
県
内
の
避
難
所
を
訪
れ
た
。
支
援
チ
ー

ム
は
被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
声
を
掛
け
、
悩
み
や
要
望
を

聞
き
、
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
磨
き
剤
、
口
腔
洗
浄
剤
や
義
歯
洗

浄
剤
な
ど
を
手
渡
し
た
。

東日本
大震災

誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防歯がぐらぐらという被災者の口腔を診る

山上紘志氏＝９日、宮城県・石巻中学校

被
災
者
に
寄
り
添
い

希
望
と
安
心
感
を

山
上
紘
志
副
理
事
長

定
期
総
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

復
興
め
ざ
し
社
会
保
障
充
実
へ

伊
津
進
弘
理
事
長

第50回定期総会第50回定期総会
５月29日（日）午後２時～７時45分
　（於・ホテル大阪ベイタワー）
◇総会議事：①情勢、09・10年度
活動まとめ、11・12年度活動方
針案②決算報告案③収支差額処
理案④11年度予算案⑤事務局
長、名誉役員承認の件
◇記念講演：「口から見た“全身
の健康”・長寿への提言」講師
・米井嘉一氏（同志社大学大学
院生命医科学研究科アンチエイ
ジングリサーチセンター教授）
◇第50回定期総会・創立40周年記
念レセプション

第47回通常評議員会第47回通常評議員会
５月21日（土）午後４時～６時25分
　（於・Ｍ＆Ｄホール）
◇議案：①情勢、09・10年度活動
まとめ、11・12年度活動方針案
②決算報告案③収支差額処理案
④11年度予算案⑤理事、監事選
出の件


